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農業・食品産業分野における日本最大の研究機関
農研機構(のうけんきこう)は、日本の農業と食品産業の発展のため、基礎から応用まで
幅広い分野で研究開発を行う機関です。

○ 100年以上の歴史がある国立の研究機関

農研機構は1893年(明治26年)に設立された農商務省農事試験場を起源に農林水産省の試験研究機関を経て、
2001年に独立行政法人として発足。2016年に現在の「国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構
(農研機構)」となりました。100年以上にわたる長い歴史の中で、"農研機構発"の多くの研究成果や品種が社会
で活用され、日本の食料生産に幅広く貢献してきました。

農研機構とは
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◼ 本部：茨城県つくば市
◼ 職員数（2023年4月1日）：役職員 3,266名（うち研究職員 1,739名）
◼ 年間予算額（2021年度決算）：742億円（うち運営費交付金639億円）
◼ 本部、16の研究部門・センター、5の地域農研、ファンディングエージェンシー

育種、栽培、生産、食品、畜産、スマート農業、環境、気候変動、バイテク、遺伝資源収集・配布、
高度分析、農業AI、データ連携基盤、防疫、種苗生産、防災・減災、地域農畜産業の振興

組織

業務
分野

行政対応研究基盤研究開発

東北農業研究センター

西日本農業研究センター

九州沖縄農業研究センター

農業機械研究部門

生物系特定産業技術
研究支援センター

＠広島県福山市

＠熊本県合志市

＠茨城県つくば市

＠埼玉県さいたま市

＠岩手県盛岡市

＠北海道札幌市

＠神奈川県川崎市

北海道農業研究センター

本部
研究部門・センター：15

中日本農業研究センター

農研機構の組織
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【２】 農林水産物・食品輸出の拡大

✓ 農林水産物・食品の輸出額は、2023年には1.5兆円に増大、

2025年までに2兆円、2030年までに5兆円と官民挙げて輸出

に取り組んでいる。
1.5兆円

（実績値）
2兆円

5兆円

2023年 2025年 2030年

政府の輸出額目標

【３】 植物防疫法の改正

✓ 2022年5月、植物防疫法の改正により、輸出相手国が求

める植物検疫証明書の発給（国の植物防疫所）に当たり、

必要となる輸出検査を民間の登録機関が実施できること

になった。

民間機関の検査対応が急務となっている

出典：農林水産省
「食料・農業・農村基本計画」
「2021年の農林水産物・食品の輸出額」

3

背景（事業環境）

3

輸出拡大傾向の中で、植物防疫所だけでは対応できない
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クラーク像のバックは農研機構北農研

（株）農研植物病院は 抱いてきた大志を実現し、農業と社会に貢献する会社です。

「食」と「農」の豊かさを持続的に享受できる社会 の実現を目指します。

故中島隆氏

4

農研植物病院設立の大志
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農研植物病院の設立
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代表取締役 上山 健治
【略歴】
1985年旭化成株式会社入社。グルー
プ会社の海外営業部長、常務取締役等
を務め、本社にて新事業開発部長、食
農プロジェクト長及び同顧問を歴任。
2023年4月：農研機構事業開発部非常
勤顧問に就任（現職）。総合化学メー
カーのトップ企業で事業経営に携わり、
農研機構との共同研究でも企業側責任
者を務めるなど、事業開発・マネジメ
ントの手腕を発揮してきた。

取締役（CTO） 眞岡 哲夫
（生物環境調節学博士、技術士（農業部門 植物保護）、植物医師）

【略歴】
1985年農林水産省入省。植物病理学を
専門とし、ジャガイモの重要病害虫の
診断・防除法等の研究開発、生産現場
への社会実装に従事。農研機構北海道
農業研究センター生産環境研究領域領
域長、同センター企画部部長、同セン
ター地域戦略部部長等を歴任。2021
年：同機構植物防疫研究部門所長に就
任。2023年4月：同機構本部 総括執行
役兼みどり戦略・スマート農業推進室
長（現職）。

農研植物病院代表（CEO）として、「日本の農
業を強くしたい」という思いがあります。
植物病理学の研究成果である病害虫検査技術に
加えて、農産物の輸出促進が図れるバリュー
チェーンを構築し、世界各国に日本のおいしい
農産物を届けたい。
食と農の豊かさを享受できる社会の実現を目指
し、日本の農業の発展に貢献していきたいと考
えています。

40年間植物防疫法にかかる指定種苗・レギュラ
トリーサイエンス研究に従事してきました。
2030年の輸出額5兆円の政府目標達成のために
は、輸出検疫検査を精確かつスピーディーに実
施する必要があり、登録検査機関の役割が重要
です。
これまでに培ってきた知識経験を活かし、農産
物輸出拡大に貢献したいと考えています。

メンバー紹介
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農研植物病院の最大の強み
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【パーパス】
我が国の農産物輸出拡大と侵入病害虫対策に貢献し、

日本の農業を強くする

【ミッション】

1. 輸出入検疫病害虫・雑草の検査により、農産物輸出拡大と侵入病害虫対策に貢献する。

2. 一次予防を重視した病害虫・雑草防除の総合コンサルにより、総合的病害虫・雑草管理（IPM）を普及拡大する。

3. 顧客（農業法人等）の生産力を飛躍的に向上させ、SDGs（Goal２ 飢餓をゼロに）に貢献すると共に、

収益力を向上させる。

１．輸出検疫および国内流通検査サービス事業 ２．総合的病害虫対策コンサルティングサービス事業

✓ 種苗の輸出会社等のニーズに対応して、従来検査ができな
かった病害に対する検査手法を開発。

✓ 種苗の輸出会社等に対し、各種種苗における各種病原体に
対する遺伝子検査等による無病証明に係る情報を提供。

✓ 定型化した検査技術をは、他の検査会社へ技術移転（知
財化しロイヤリティを確保）するとともに、開発企業と連携して
分析キットを製造・販売。

●輸出検疫技術開発・検査サービス

●種子種苗等の国内流通向け検査サービス

●総合的病害虫・雑草管理（IPM）コンサルティングサービス

●病害虫防除技術等の教育サービス

●一次防除を重視した病害虫雑草防除（ヘソディム）の
総合コンサルティングサービス

✓ 総合的病害虫・雑草管理（IPM）の普及拡大に向けた
コンサルティング（農業法人、公設機関など向け）

✓ 関係者へのリカレント教育、病害虫防除技術の有料コンテンツ
配信サービス（農業法人、公設機関、教育機関など向け）

パーパス・ミッション
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○植物に有害な病害虫の侵入・まん延を防止し、自国の「農業」と「緑」を守るために、
植物防疫法に基づき、輸出入植物及び国内植物の検疫が義務付けられている。

○加えて、植物検疫に関する措置は、WTO/SPS協定（衛生植物検疫措置の適用に関する協定）
や国際植物防疫条約（IPPC）等に従い、科学的根拠や国際基準に基づいて実施されている。

➢ 何のために？
自国の農林業を有害な病害虫から守る
→未発生病害虫の国内への侵入・まん延防止
→自国の一部に存在する病害虫の拡散防止

➢ 何をする？
○輸出入される植物の制限・禁止、検査
○国内植物の移動の制限・禁止

出典：農林水産省「植物検疫の重要性ー輸出入農林産物への対応ー（平成23年）」、農林水産省HP 9

輸出検疫検査サービス事業

①植物検疫の目的

9
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➢ 植物輸出検疫とは？
日本から輸出される植物がこれら輸出
相手国の植物検疫の条件に適合してい
るかどうかを検査するもの。
検査に合格しているものに対して国の
植物検疫所が「植物検疫証明書（合格
証明書）」を発給し、この証明書を輸
出植物に添付することで輸出ができる。

登録検査機関が
実施可能

植物防疫所（国）が実施

図引用：植物検疫所HP

➢ 登録検査機関とは？
令和5年4月1日に施行された植物防疫
法の改正に伴い、農林水産大臣の登録
を受けた者（登録検査機関）が輸出植
物等の検査の一部を行うことができる
ようになった。

10

輸出検疫フロー

輸出検疫検査サービス事業
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（参考）登録検査機関

11

令和6年10月25日現在、植物防疫法に基づき農林水産大臣の登録を受けている登録検査機関

https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/keneki/yusyutu_kensakikan.html
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（参考）農水省BRIDGE研究開発事業の取り組み①

12

課題名：国産農産物の輸出拡大に向けた植物検疫スタートアップの創出

応募要領(個別課題部分_別紙1-4）より

（１）事業概要
輸出検査に活用可能である簡便・高精度・低価格を同時に達成する革新的な検査技術を確立
するとともに、開発技術の社会実装を担う企業を設立します。

（２）公募研究課題の研究開発内容、目標等

ア 研究開発の具体的内容
a 官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM）及び戦略的イノベーション創造プログラム
（SIP）第１期において得られた病害虫対策技術の社会実装
b 輸出検査市場を先導する検査技術開発企業の創出
課題aにおいて開発される検査技術の社会実装を担う企業を創出します。

イ 研究開発等の目標
令和７年度までに、
・課題aでは、標準手順書の作製及び製品化を行います。
・課題bでは、課題aにおいて開発した製品の販売や標準手順書を用いた技術サポート、輸出
検査業務等を実施する企業を設立します。
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引用：農水省応募要領

輸出の拡大に向けて、輸出植物検疫技術の開発や、登録機関への普及拡大を担う企業を創出する
ための、内閣府・農水省による研究開発事業。

【対象農産物】
・野菜種子・種苗
・かんしょ
・果樹
・盆栽

13

（参考）農水省BRIDGE研究開発事業の取り組み②

13
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ご注文お待ちしております

「農研植物病院」で検索

https://naroph.jp/

info@naroph.jp
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…「健康診断に基づく土壌病害管理」のこと。
圃場単位で病害の発生しやすさを診断し、予防・防除対策手段を講じる土壌病害管理法。
Health Check up based Soilborne Disease Managementの略。

① HeSoDiM（ヘソディム）とは？

✓ 人の予防医療の考え方を土壌病害管理に適用

二次予防

三次予防

一次予防 傷害の発生を未然に防止

疾病や傷害を早期に発見し、重症化を防ぐ
（病気が出てから対策）

治療の過程において再発防止や社会復帰を講ずる

ヘソディム

予防医療の考え方 土壌病害管理

防除暦に基づく一斉防除
（従来のカレンダー防除）

＼ 最も効果的！ ／ 重視

重視

16

総合的病害虫対策コンサルサービス事業（SBIR支援）

16生物系特定産業技術研究支援センター(BRAIN)スタートアップ総合支援プログラム（SBIR支援）植物病院の事業化に向けた病害虫雑草診断技術の開発
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② ヘソディムの３つのステップ

…未病段階から診断

…診断項目毎の基準値を基に、
発病のしやすさ（発病ポテンシャル）で
３段階にレベル分け

…レベル毎の対策リストを基に対策

（例）

レベル１：なし～軽度
レベル２：中程度（防除を怠ると多発する恐れ）
レベル３：重度（十分な対策が必要）

診断

評価

対策

17

総合的病害虫対策コンサルサービス事業

17
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『診断票』蓄積⇒ 診断精度向上

診断・対策支援

依頼（契約）

教育指導

HeSoDiM（ヘソディム）
の考え方による

科学的アプローチ、仮説・
検証による圃場管理

￥

ヘソディム
指導員

生産者

コンサル事業の
商用マニュアル策定

コンサル機関
ライセンス料

ライセンス契約

￥

＜サービス内容＞
①ヘソディムによる土壌病害診断・対策指導
②リカレント教育、病害虫防除技術の有料コンテンツ配信サービス
③商用マニュアルを活用したライセンス契約の獲得

総合的病害虫対策コンサルサービス事業（ビジネスモデル）

18
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農研植物病院で実施している事業内容

輸出検疫および国内流通検査サービス事業

総合的病害虫対策コンサルティングサービス事業

輸出検疫検査業務

登録検査機関の連携・協力

検疫業務に資する病害虫検出技術開発

HeSoDiM（ヘソディム）土壌病害管理コンサル

総合防除実践マニュアル作成コンサル

グリサポ事業コンサル

雑草防除技術の社会実装コンサル
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農研植物病院が北海道農業・バレイショ産業に果たす役割

20

１．輸出検疫検査業務

２．国内病害虫検査業務

３．IPMに関するコンサル業務
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まとめ
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北海道のばれいしょを強くする

＝北海道の農業を強くする

＝日本の農業を強くする

農研植物病院と共に取り組みましょう！
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